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河川事業の計画段階における
環境影響の分析方法の考え方

国土交通省九州地方整備局　延岡河川国道事務所

平成16年 8月 2日

第３回　五ヶ瀬川水系流域委員会資料

背景・目的

明治29年

近代河川制度の誕生

治水

昭和39年

治水・利水の体系的制度整備

治水 利水

治水・利水・環境の総合的河川制度整備

治水

環境

平成9年

利水

●水系一貫管理制度の導入

●利水関係規定の整備

●河川環境の整備と保全

●地域の意見を反映した河川整備の計画制度の導入

平成9年の河川法の改正を受けて、水質、景観、生態系等
といった河川環境の保全と整備を計画段階から反映させ
た「河川整備計画」とするために、河川環境への影響分析
を事前に実施します。

河川法の変遷
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計画制度の手順

内
容

河川整備基本方針

河川工事、河川の維持

基本方針、基本高水、計画高水流量等

河川整備基本方針(案)の作成

河川整備基本方針の決定・公表

意見

社会資本整備審議会（一級水系）

河川整備計画

河川整備の目標、河川工事、河川の維持の内容

原　　　案

河川整備計画(案)の作成

河川整備計画の決定

意見 地方公共団体の長

手
続

内
容

手
続

計画段階の
環境影響分析

モニタリング・フィードバック

意見
流域委員会

住民意見の反映
意見

｢計画段階の環境影響分析｣の実施手順

①環境の整備と保全の
方向性の抽出・設定

②実現のための具体的
方策の検討

③考えられる案の作成

第三者意見の収集

⑥分析計画書の
作成及び公表 第三者意見の収集

⑤分析対象と分析
手法の選定

必要に応じて
学識経験者に相談

⑦環境影響分析

⑧複数案の比較

④複数案の抽出・設定

社会・経済面
技術面からの分析

⑨分析報告書の作成
及び公表

総合分析

治水・利水の整備の
方向性の抽出・設定

実現のための具体的
方策の検討

以降、河川整備計画

河川整備基本方針

複数案の検討

複数案の比較

環境影響分析

：「計画段階での環境影響分析」の実施手順

河川整備計画(案)の作成
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河川整備計画区間における「複数案の検討」

触れ合いの場を整備する。
多種多様な生物が生息で
きるように瀬や淵、汽水域や
干潟を保全する。

環　境

安定した供給がなされるように
利水の確保をする。

利　水

既往洪水に対応できる
治水整備をする。

治　水

○×地区の河川公園の整備。
□地点で瀬や淵、 △地点で汽

水域、干潟を保全する。

環　境

△地点で0.7m3/s以上の
流量が確保されているので

現状を維持する。

利　水
河床掘削　もしくは、
河床掘削＋引堤により
○地点で450m3/s
を流せるようにする。

治　水

①　　整備と保全の方向性の抽出・設定

②　　実現のための具体的方策の検討

○○川水系の望ましい姿

災害発生の防止又は軽減。

治　水

広域的かつ合理的な
水利用の促進。

利　水
人と河川との豊かな
触れ合いの場の確保。
動植物の生息地・生育地
の保全。

環　境

流量配分検討流量配分検討

：：：：：：：：：

・・・

・・・

○km～△km区
間の瀬淵環境を
保全する

　河口から×km
区間の汽水域・
干潟を保全する

○km～△km区
間の瀬淵環境
を保全する

河口から×km
区間の汽水域・
干潟を保全する

現状維持

現状維持

a

c

・・・

・・・

Ｄ・・・

b

b

現状維持

低水路拡幅

Ｂ

瀬淵構造の保全

汽水域、干潟の
保全

ba

ba

環　

境

現状維持現状維持利　水

河床掘削＋引堤
現状維持治　水

ＣＡ案

③　　考えられる案の作成

記載内容については架空のものである。

a:対象の保全が十分達成できる
b:対象の保全がある程度達成できる
c:対象の保全があまり達成できない

Ａ案は何もしない場合のケース
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例）現状

堤防 堤防

堤内地 堤内地

現状形状
現状水位

現状の断面模式図

例）低水路拡幅とは

堤防 堤防

堤内地 堤内地

現状形状
低水路拡幅案
拡幅前形状
拡幅前水位
拡幅後水位

低水路拡幅の断面模式図

低水路を拡幅することで流下
可能な流量を増やします。
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例）河床掘削とは

堤防 堤防

堤内地

現状形状
河床掘削案
掘削前形状
掘削前水位
掘削後水位

河床掘削の断面模式図

河床を掘削することで流下可
能な流量を増やします。

堤内地

例）引堤とは

堤防 堤防

堤内地 堤内地

現状形状
引堤案
引堤前形状
計画高水位

引堤の断面模式図

堤防を堤内地側に移動するこ
とで流下可能な流量を増やし
ます。
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例）流量配分検討とは

洪水時の分流と、低水時の良好
な流況の維持を図るために、健
全な流量配分を検討する。

○○川と△△川の分派

現況流量比　３：１

○○川 △△川 ○○川 △△川

現況 流量配分変更後

流量配分検討イメージ図

④　　　複数案の抽出・設定

A案 B案 C案 D案
実現可能な案を複数案として設定する。

「社会・経済面」「技術面」「環境面」から実現可能な案を抽出する。

例えば・・　D案は多大な事業費を要する。（ 「社会・経済面」 で実現不可能）

A案 B案 C案 D案
実現可能な案を　「複数案」　として設定　

・・・

・・・
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「環境影響分析」
⑤　分析対象と分析手法の選定 （必要に応じて学識経験者に相談）

・・・○○○重要な種及び注目すべき生息地動物

・・・○○地下水の水位低下による地盤沈下地盤

・・・○○○重要な地形及び地質地形及び地質土壌に係る環境そ
の他の環境

・・・○○地下水の水位地下水

・・・○○○重要な種及び群落植物

複数案

水質

主要な人と自然との触れ合いの活動の場

主要な眺望点及び景観資源

地域を特徴づける生態系

塩素イオン濃度

富栄養化

水温

土砂による水の濁り

・・・

・・・

・・・○○

○

○

○

Ａ案

○

○

○

Ｂ案

○

○

○

Ｃ案

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

人と自然との触れ合いの活動の場

景観

生態系

水環境

記載内容については架空のものである。

環境要素の区分

環境要因の区分

⑦「環境影響分析」動物・植物）　重要な種及び着目すべき生息地･群落

【現況分析】

重要な種の生態情報

←重要な種の分布

←生息･生育環境
　　の分布

生息･生育
環境

重要な種

対応関係を把握

学術上または希少性の観点から「重要な種及び着目すべき生息地・群落」を整理
し、整備内容と重ね合わせて影響分析を行なう。

←整備内容 【
影
響
分
析
】

低水路拡幅

←「重要な種」及びそ
　　の生息･生育環境
　　の分布

低水路拡幅
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動物・植物）　重要な種及び着目すべき生息地･群落

記載内容については架空のものである。

生息･生育環境a

生息･生育環境b

生息･生育環境c

・タコノアシ
・チュウサギ
・モノアラガイ

・アカウミガメ
・セイタカシギ
・アカメ
・シロウオ
・ハクセンシオマネキ

・アカモズ
・オオタカ
・メダカ

【影響分析】

　生息・生育環境bに依存
していた種への影響が想
定される。

低水路拡幅による変化

たとえば、

・タコノアシ
・チュウサギ
・モノアラガイ

低水路拡幅範囲

⑦「環境影響分析」

低水路拡幅 ←現況の河道の状態
　　や河川の特性河床低下傾向河床上昇傾向

生態系）　地域を特徴づける生態系

←生物群集

←植生

←河川形態

←河川工作物等

現
況
分
析

影
響
分
析

生態系は「地域を特徴づける生態系」を整理し、整備内容と重ね合わせ
て影響分析を行なう。

⑦「環境影響分析」

低水路拡幅 ←整備内容低水路拡幅
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【現況分析】

●●地点　最大日平均流量（m
3
/s)）

1
9
7
5

1
9
8
0

1
9
8
5

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

・低水路は経年的に不安定な状態が
　続いている。
・出水が原因と考えられる自然裸地や
　植生の変化が認められる。

1983年7月 1987年8月

生態系）　地域を特徴づける生態系

現況の河道の状態や河川の特性

W

生息･生育環境： ワンド
注目種： 稚魚　など

生息･生育環境： ヨシ原
注目種： ｵｵﾖｼｷﾘ　など

⑦「環境影響分析」

記載内容については架空のものである。

【影響分析】

低水路拡幅範囲

低水敷の面的な減少

低水敷が減少するが、そこ
に生息・生育する生物群集
に変化は想定されない。

記載内容については架空のものである。

低水路拡幅による変化

たとえば、低水路拡幅による変化の場合

生態系）　地域を特徴づける生態系 ⑦「環境影響分析」
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景観）　主要な眺望点及び景観資源

○×山（景観資源）

△△展望台（眺望点）

←景観資源と
　眺望点の分布

「主要な眺望点」「景観資源」を整理し、整備内容と重ね合わせて影響分析を行なう。

【
現
況
分
析
】

文献、その他の資料から抽出

【
影
響
分
析
】

←整備内容

事業実施範囲

⑦「環境影響分析」

③

②

①

景観）　主要な眺望点及び景観資源

記載内容については架空のものである。

「主要な眺望点」「景観資源」を整理し、整備内容と重ね合わせて影響分析を行なう。

河床掘削範囲

たとえば
河口部で河床掘削を行なう場合

｢主要な眺望点｣｢景観資
源｣は、河床掘削による改
変を受けないため影響は
ない。

【影響分析】

主要な眺望点

①　○○展望台

②　△△スキー場

景観資源

③　××岳　　　　　

⑦「環境影響分析」
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人と自然との触れ合い活動の場

「主要な人と自然との触れ合い活動の場」を整理し、整備内容と重ね合わせて影
響分析を行なう。

←人と自然との
　触れ合い活動
　の場の分布

キャンプ場(人と自然の触れ合い活動の場)

【
現
況
分
析
】

文献、その他の資料から抽出

【
影
響
分
析
】

←整備内容

事業実施範囲

⑦「環境影響分析」

②

①

人と自然との触れ合い活動の場

記載内容については架空のものである。

「主要な人と自然との触れ合い活動の場」を整理し、整備内容と重ね合わせて影
響分析を行なう。

【影響分析】

河床掘削範囲

｢主要な人と自然との触
れ合い活動の場｣は、
河床掘削による改変を
受けないため影響はない。

主要な人と自然との触れ
合い活動の場

①　○○キャンプ場

②　△△登山道　　

⑦「環境影響分析」

たとえば
河口部で河床掘削を行なう場合
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【分析計画書の内容】
　対象及び手法と複数案の
検討のプロセスを分析計
画書に明記する。

　公表で得られた適切な意
見をフィードバックする。

⑥　「分析計画書」　作成及び公表

分析計画書

分析計画書(案)

公表
第三者意見の収集

・・・
一部の重要な地形が影響を受
ける。

△事業による影響はない○現状維持○地形地質

・・・事業による影響はない○
一部区間で地下水が若干低
下する

△現状維持○地下水の水位

・・・
アクセス性の向上により親水性の増
進を図ることができる

アクセス性が向上し親水性の増進を
図ることができるものの、地域で保全
している生物の生息環境が減少する

親水性に対する住民
要望に対して改善さ
れない

地域の環境意識との整合

・・・付記事項

・・・
既往データによりとりまとめているため、
細部の状況について見落としている可
能性がある

既往データによりとりまとめているた
め、細部の状況について見落として
いる可能性がある

不確実性

・・・
改変により都市整備計画と不整合が
生じる

他計画・他活動との不整合は生じな
い

他計画・他活動との
不整合は生じない

他計画・他活動との整合

汽水部

平野部

・・・
生態系は一時的に変化するも
のの将来的には維持される

○
干潟の増加により生態系が
変化する可能性がある

△現状維持○

現状維持○

・・・事業による影響はない○事業による影響はない○現状維持○触れ合い活動の場

・・・
下流に分布する重要な種の生
育環境に影響を与える可能性
がある

△
低水敷に分布する重要な種
の生育環境が改変される

×現状維持○植物

・・・
生態系は一時的に変化するも
のの将来的には維持される

○
生態系は一時的に変化する
ものの将来的には維持される

○現状維持○生
態
系

・・・事業による影響はない○事業による影響はない○景観

・・・

・・・

事業による影響は軽微である。

事業による影響はない

低水敷に分布する重要な種
の生息環境が改変される

現状より感潮域が広がる

現状維持

現状維持

Ｄ・・・

×

△

Ｂ

動物

塩素イオン濃度

○○

○○

環
境
要
素
の
分
析

ＣＡ案

○：影響は想定されない
△：影響はあるが、その程度には不確実性がある
×：重大な影響がある

「複数案の比較」

記載内容については架空のものである。

⑧「複数案の比較」
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⑨　分析報告書の作成及び公表

分析報告書

分析報告書(案)

公表
第三者意見の収集

【分析報告書の内容】
　分析計画書の内容に加えて、
環境影響分析結果についてと
りまとめる。

　公表で得られた適切な意見を
フィードバックする。


